
■教員の学位及び業績

【健康生活学科　健康栄養専攻】

◆教　授

出身学校・学位 東京農業大学　博士（農芸化学）

専門分野 生活科学/調理科学

主な担当科目 調理学、調理学実習、栄養学総論、卒業研究、フードスペシャリスト論他

主な業績
論文「餅の食品物性学的研究」、著書『新しい調理学・応用自在な調理の基礎』他

出身学校・学位
北海道大学大学院水産学研究科水産食品学専攻博士後期課程修了　博士（水産学）

専門分野 食品学、分子微生物学

主な担当科目 食品学、応用食品学、食品学実験、応用食品学実験、栄養学総論

主な業績

An anti-fungal protein from the marine bacterium Streptomyces sp. strain

AP77  is specific  for Pythium porphyrae,  a causative agent of red rot

disease in Porphyra spp.　Applied and Environmental Microbiology, 68, 2666-

2675 (2002).　他

◆准教授

出身学校・学位 東京大学大学院農学生命科学研究科森林科学専攻　博士（農学）

専門分野 環境科学、環境教育学、サステイナビリティ学

主な担当科目 自然環境科学、ボランティア入門

主な業績

「中国雲南省『三江併流』世界自然遺産における生物多様性に富む森林文化

村づくり」「サステイナビリティの基盤に関する考察」（『学際研究』）　他

出身学校・学位 日本女子大学大学院修士課程家政学研究科食物栄養学専攻　修士（家政学）

専門分野 栄養指導論

主な担当科目

栄養指導論１、栄養指導論２、栄養指導論実習１、栄養指導論実習２、栄養学各論、

フードコーディネート論、卒業研究

主な業績

『よくわかる栄養教諭ー食育の基礎知識ー』『保健指導実施者と対象者に役立

つ学習教材集　特に食生活に関連して』「栄養士養成校おける献立作成につい

て」　他

出身学校・学位 東京農業大学農学部、順天堂大学大学院医学研究科　博士（医学）

専門分野 食品衛生学

主な担当科目 生化学、食品衛生学、公衆衛生学、食品衛生学実験、卒業研究

主な業績

TNFα but not IL-17 is critical in the pathogenesis of rheumatoid arthritis

spontaneously occurring in a unique FcγRIIB-deficient mouse model (Modern

Rheumatology)
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■教員の学位及び業績

【健康生活学科　健康栄養専攻】

◆講　師

出身学校・学位 大妻女子大学

専門分野 食教育

主な担当科目 食教育実践論、栄養教育実習、給食管理実習

主な業績 食教育活動として地域の中学生、婦人会等で講演及び実習　他

出身学校・学位 日本体育大学　体育学学士

専門分野 スポーツ栄養学

主な担当科目 健康のスポーツ栄養学、スポーツ栄養学実験、生化学実験、ゴルフ、卒業研究

主な業績

「コーヒー由来メラニン合成阻害活性に関する研究」

「高齢者施設における身体計測値による栄養指標」　他

出身学校・学位 女子栄養大学大学院栄養研究科栄養専攻修士課程修了　修士（栄養学）

専門分野 臨床栄養学

主な担当科目
臨床栄養学、臨床栄養学実習、公衆栄養学、栄養学総論、栄養学各論、卒業研究他

主な業績

『胃癌患者における切除術後の転機に関する要因の検討』『治療成果を上げる

栄養ケアマネージメント力‐栄養ケアに関する用語ならびに栄養ケア記録の標

準化の検討』他

◆助　手

出身学校・学位 武蔵丘短期大学

専門分野 調理科学

主な担当科目 実験・実習補佐

主な業績
「国内産小麦及びもち米粉混合生地の調理特性」（『武蔵丘短期大学紀要』2011）　他

出身学校・学位 武蔵野栄養専門学校

専門分野 栄養学

主な担当科目 実験・実習補佐

主な業績
「栄養専攻学生の入学時の資質に関する調査」（『武蔵丘短期大学紀要』2011）　他

出身学校・学位 武蔵丘短期大学

専門分野 栄養学

主な担当科目 実験・実習補佐

主な業績

「栄養士養成短期大学生の食品重量を把握する能力に関する研究（第1報）」

（『武蔵丘短期大学紀要』第23巻　2015年）他
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■教員の学位及び業績

【健康生活学科　健康スポーツ専攻】

◆教　授

出身学校・学位 早稲田大学教育学部、順天堂大学大学院　修士（体育学）

専門分野 運動生理学、バイオメカニクス

主な担当科目
運動生理学、運動生理学実習、バイオメカニクス、運動処方論、健康スポーツ演習

主な業績

「デジタルカメラ、パーソナルコンピュータを利用したスポーツ分析について」

（『武蔵丘短期大学紀要』2011）　他

出身学校・学位 順天堂大学体育学部、宇都宮大学大学院教育学研究科　修士（教育学）　

専門分野 教育方法（保健体育）、コーチ学（バレーボール）

主な担当科目 球技Ⅰ・Ⅱ（バレーボール）、運動スポーツ基礎理論、保健体育科教育法

主な業績

著書「キーワード保健体育科教育」No,47.63.100　論文「バレーボール競技にお

ける公認球の変更がサーブ及びレセプションに与える影響に関する研究」（『バ

レーボール研究』第14巻、2012）　他

出身学校・学位 筑波大学大学院　修士（体育学）

専門分野 スポーツ医学

主な担当科目 スポーツ医学実習、テーピング実習、球技１・２（ハンドボール）

主な業績
「日本スリーデーマーチにおける健康サポート活動」（『武蔵丘短期大学紀要』2011）　他

◆特任教授

出身学校・学位 東京教育大学大学院　体育学修士

専門分野 運動心理学、教育心理学

主な担当科目 発達と学習の心理学、教育相談

主な業績

「児童と教師の運動技能評価の一致度に関する研究」（『山村学園短期大学紀

要』、第23号、69-86頁、2012）他

◆准教授

出身学校・学位 日本体育大学体育学部卒業、流通経済大学大学院　修士（スポーツ科学）

専門分野 体力学、アスレティックトレーニング

主な担当科目 アスレティックトレーナー論、コンディショニング論、トレーナー総合実習

主な業績

「ラグビー選手の形態と筋力相対値についての報告」（『流通経済大学体育指

導センター紀要』2005年）、「流通経済大学ラグビー部における2009年度外傷

報告」（『流通経済大学スポーツ健康科学部紀要』2011年）　他

出身学校・学位

順天堂大学スポーツ健康科学部、順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究

科博士前期課程スポーツ医科学領域修了　修士（スポーツ健康科学）

専門分野 スポーツ心理学

主な担当科目 スポーツ心理学、運動生理学実習、球技１・２（バスケットボール）

主な業績

「スポーツの価値意識に関する研究―中高生における日英比較―」『スポーツ

精神医学』診断と治療社、165-167　他
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■教員の学位及び業績

【健康生活学科　健康スポーツ専攻】

◆講　師

出身学校・学位 中京大学大学院　体育学修士

専門分野 陸上競技バイオメカニクス

主な担当科目 陸上競技Ⅰ・Ⅱ

主な業績 やり投げのバイオメカニクス的考察　他

出身学校・学位 順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科　　修士（スポーツ健康科学）

専門分野 公衆衛生学、スポーツ健康科学、コーチ学

主な担当科目 公衆衛生学、健康管理論、解剖生理学、球技1（テニス）

主な業績

『21世紀の予防医学・公衆衛生-社会・環境と健康-第3版』（共著）2016年4月

（株）杏林書院、「バレーボール選手における自己効力感とパフォーマンスの関

係について」（『バレーボール研究』2002）、「長期宇宙滞在に必要な体力トレー

ニング」（第55回日本宇宙航空環境医学会、2009）　他

出身学校・学位 上智大学大学院総合人間科学研究科教育学専攻　博士（教育学）

専門分野 教育哲学

主な担当科目 教育原理、学習指導法、生徒指導、保健体育教育実習、栄養教育実習

主な業績

「カントの教育思想にみる強制と自由との両立可能性」『教育哲学研究』第99

号、63-82頁、2009年　他

◆助　手

出身学校・学位 武蔵丘短期大学

専門分野 体育方法論

主な担当科目 実験・実習補佐

主な業績
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■教員の学位及び業績

【健康生活学科　健康マネジメント専攻】

◆教　授

出身学校・学位

東京学芸大学大学院教育学研究科修士課程保健体育専攻、順天堂大学大学

院スポーツ健康科学研究科博士後期課程満期単位取得退学

専門分野 測定評価、スポーツマネジメント

主な担当科目 スポーツ経営論、スポーツ行政論、体育原理、水泳１・２

主な業績 『スポーツイベントのマーケティング』（共著）、2010年10月、（有）市村出版　他

◆特任教授

出身学校・学位 順天堂大学体育学部　学士（体育学）

専門分野 陸上競技の指導法・教育法、陸上競技審判法

主な担当科目 陸上競技Ⅰ・Ⅱ

◆准教授

出身学校・学位 筑波大学大学院　修士（体育学）

専門分野 野外教育学

主な担当科目 野外活動論、レクリエーション論、夏季アウトドア実習、冬季アウトドア実習

主な業績

初心者・初級者のスキー指導における大学教員とスキー学校インストラクター

の意識の違いについて-カービングスキーを用いた指導方法の調査から.ス

キー研究4(1),15-24,2007-02.　他

◆講　師

出身学校・学位

早稲田大学大学院　スポーツ科学研究科博士後期課程　スポーツ科学専攻　修了　博士（スポーツ科学）

専門分野 バイオメカニクス

主な担当科目

バイオメカニクス・運動生理学実習・情報機器操作・ビジネス文書（ワード・エクセル・パワーポイント）

主な業績

 Jun Sakuma, Hiroaki Kanehisa, Toshimasa Yanai, Tetsuo Fukunaga, Yasuo

Kawakami：Fascicle–tendon behavior of the gastrocnemius and soleus muscles

during ankle bending exercise at different movement frequencies. European

Journal of Applied Physiology. DOI 10.1007/s00421-011-2032-y (2011)　他

出身学校・学位 順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科　　修士（スポーツマネジメント）

専門分野 英語、ホスピタリティ

主な担当科目 英語コミュニケーション・秘書実務論・比較文化入門

主な業績

One consideration on the media use for the minor sport diffusion In the case

of Japan squash, comparison with Japan and Australia

（ 『順天堂大学スポーツ健康科学研究紀要』（1999年）
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競技歴：第１回アジア選手権大会800ｍ５位入賞　指導歴：関東高校駅伝大会

等に出場

主な業績
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